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アメリカにおける近年の航空機で発生した気象関連事故の71%が乱気流に起因する．特に晴天

乱気流(CAT)は鉛直方向の速度シアによって発生するため，雲が存在しない状況でも起こり探知

が難しい． 

JAXAはCATの予測に向け，ドップラー効果を利用したライダによる風速変化探知装置を開発

した．しかし，照射方向の速度成分しか計測できないため空間的な乱気流の構造の把握は難しい．

また，晴天乱気流自体の構造に関する研究も不十分である．そこでCFDと観測値を組み合わせ，

流れ場の再現を試みる「データ同化」を用いたCATの予測研究が行われた．CAT予測に向けたデ

ータ同化の効果は示されたが，高次元性や流れの複雑性から再現性の低い領域も存在した．また，

流体力学におけるこれまでのデータ同化研究は，実際より観測の条件を緩和し，より多くの観測

値が得られる，または同化しやすい観測値が得られていると仮定したものが多い．  

本研究では観測値と予測値が大きく異なる流れ間のデータ同化を可能とする新たな手法の構

築を目的としている．2次元角柱周りの渦流れという基本的な問題において，観測領域を制限し

たうえで，流入速度の異なる二つの流れ間のデータ同化を提案手法により行い，その有効性を検

証した．提案手法である局所粘性係数法を適用した場合としなかった場合のx方向流速コンター

図とx方向流速平均二乗誤差の時間発展を比較したところ，定性的，定量的に局所粘性係数法の

有効性が示された． 

 

 


